
（裏面もごらんください）回　覧回　覧

住宅火災による死者が増えています‼

「住宅防火10の心得」を確認しましょう「住宅防火10の心得」を確認しましょう
　「住宅防火10の心得」は、以下
のQRコードで読み取れます。
　ホームページ上では、各項目
別の情報をみることができます。

住宅の防火対策に関することは、
最寄りの消防署までお問合せください。

　令和４年7月31日現在、東京消防庁管内に
おける住宅火災で、死者が54名(速報値)発生
しており、昨年同日と比べると12名増加して
います。
　令和3年中の火災統計によると、死者が
発生した住宅火災の主な出火原因は、「たば
こ」、「ストーブ」、「こんろ」です。
　火災から命を守る対策を、今一度、確認しま
しょう。

令和4年度 東京消防庁防火標語

11月9日～
11月15日秋の火災予防運動秋の火災予防運動秋の火災予防運動
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み かす が  の
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東京消防庁ホームページや
東京消防庁公式アプリへは
こちらからアクセスできます。

電子レンジ使用時の心得 

火災を防ぐポイント
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増えて
います 電気機器に関係する火災!電気機器に関係する火災!電気機器に関係する火災!

電子レンジ電子レンジ

リチウムイオン電池関連による火災リチウムイオン電池関連による火災

東京消防庁
公式チャンネル

電子レンジ
電子レンジや電気ストーブの火災の特徴や
注意点については、「YouTube(東京消防庁
公式チャンネル)」でご覧いただけます。

電気ストーブ

電気ストーブ電気ストーブ

リチウムイオン電池関連火災
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5年間で約2倍以上

　令和3年中の電気設備機器火災は、1,339件(前年比236件増加)で、全火災件数に占める
電気設備機器火災の割合が、最近10年で最も高い35.6％を占めています。(数値は速報値)

■ 包装の表示を確認してから加熱する。
→包装により出火するものあり!

■ 加熱時はその場から離れない。
■ 周囲に可燃物を置かない。
■ 加熱時間を長めに設定しない。
→さつまいもや肉まんなどは、長時間加熱する
と急速に燃焼する危険あり!

■ 「PSEマーク」が付いている製品を購入しましょう。
■ 付属されている充電器やメーカー指定の物を使
用しましょう。

■ 接合部が合致するからといって、充電電圧を確認
せずに使用するのはやめましょう。

■ 異音、異臭などの異常が生じたものを使用するの
はやめましょう。

■ お住いの地域のごみ回収方法をよく確認し、可燃
ごみや不燃ごみなどに混ぜて廃棄するのは、絶対
にやめましょう。

　令和３年中の東京消防庁管内
において電熱器関係の火災のう
ち、最も火災件数が多いのは電気
ストーブの54件となっています。




